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はじめに

種ばれいしょ（注１）は、生食・原料用ばれ
いしょ生産に不可欠な生産資材である一
方、その栽培には多くの労力を要し、植物
防疫法などに基づく厳格な管理が必要とな
る作物である。近年は、ジャガイモシスト
センチュウなどの発生拡大により、その生
産適地を確保することが困難になりつつあ
り、生産量は減少傾向にある。

注１：種ばれいしょは植物防疫法の関連規定では
「種馬鈴しょ」、一般には「種いも」などと
呼称されているが、この原稿内では、種ば
れいしょとして表記する。

１　種ばれいしょの生産の現状

（１）種ばれいしょの生産の特性と仕組み
ばれいしょの種子は、１粒ごとに遺伝的
形質が異なるため、種子を植えた場合、株
ごとに異なった形質を持ついもが育つ。そ
のため、ばれいしょは、親と全く同じ形質

を持ったいもを安定的に収穫するため、種
子ではなく、茎の一部である塊茎を植え付
けし、子いもを収穫する作物である。この
ような増殖を栄養体繁殖という。しかし、
栄養体（いも）で増えるために増殖率が低
く、ばれいしょ生産を維持するためには大
量の種ばれいしょが必要とされる。また、
種ばれいしょ自体が病害虫に汚染されてい
ると、生産されるばれいしょの収量、品質
ともに大きく低下することから、無病で健
全な種ばれいしょの供給が不可欠である。
そのため、わが国では、国立研究開発法
人農業・食品産業技術総合研究機構種苗管
理センター（以下「種苗管理センター」と
いう）が無病で健全な優良種苗（原原種）
を供給している。原原種は道県の原種圃場
で増殖し、それを農協や採種農家などの採
種圃場でさらに増殖され、ここで生産され
たものが種ばれいしょとして農家に出荷さ
れる。なお、原種圃場および採種圃場にお
ける植え付けや供給は、植物防疫法に基づ
く検疫の対象となっており、高品質で優良

北海道における種ばれいしょの
安定供給に向けた取り組み
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【要約】

種ばれいしょ生産については、労働集約的な作業が多く、厳格な病害虫の発生防止が必
要とされている。十勝地域においては、十勝管内の農業協同組合と十勝農業協同組合連合
会が一体となって、生産圃場の団地化や、独自の防除体系を確立している。斜里町農業協
同組合においては、農協関連会社が種ばれいしょを直接生産し、大規模な生産を可能とし
ている。
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図１　北海道における種ばれいしょの生産の流れ

図２　ばれいしょ作付面積と採種圃場の設置面積の推移

資料：北海道農政部生産振興局農産振興課ホームページ「北海道のじゃがいも振興に向けた取組み」

資料：農林水産省ホームページ「平成27年度いも・でん粉に関する資料」

な種ばれいしょが供給される仕組みが確保
されている（注２）（図１）。
種ばれいしょの増殖には、これらの段階
を踏むことになるため、その栽培には相当
の面積が必要となるとともに、種ばれい
しょを生産者が入手するまでに、原原種を
作付けしてから２～３年の期間を要する。
また、新品種の場合、原原種の増殖対象と

なる品種を選定・検定するための開発期間
も必要となるため、生産現場で実際に作付
けされるまでには、さらに長い年月を要す
る。

注２：例外として、自らの栽培に利用するために
種ばれいしょを生産する場合は、検疫の対
象とならない。

（２）種ばれいしょの面積
全国のばれいしょの作付面積は平成２年
に比べ、26年は32％減少する一方、採種
圃場の面積の減少は22％にとどまり、採
種圃場の設置面積が作付面積に占める比率
は5.3％から6.1％に増加している。これ
はばれいしょの作付けにおいて、検査を受

けた一般圃場用の種ばれいしょの利用が増
加し、一般圃場用の種ばれいしょの更新が
進んできたためと思われる。
一方、都府県産の採種圃場の設置面積は
同期間において53％減と大きく減少して
おり、種ばれいしょの供給を北海道に依存
する傾向が強まっている（図２）。

種ばれいしょの価格について、平成12
年からの推移を見ると、原原種の配布価格

は上昇しているにもかかわらず、一般圃場
用の種ばれいしょの生産者価格がほぼ据え
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置かれていている。また、食用の生産者価
格と比較しても、後で説明するような種ば
れいしょ生産に多くの労力がかかることを
考慮すると必ずしも高い価格ではない。こ
れは、種ばれいしょが輸送の問題などから

地産地消的な流通をしており、販売先が同
じ地域の農家であることや、最終的なばれ
いしょ販売価格の相場があることから、価
格を上昇させることが困難であるためと思
われる（表１）。

２　種ばれいしょの栽培と生産における
課題

（１）種ばれいしょの栽培
北海道におけるばれいしょの一般的な作
型は図３の通りである。なお、北海道にお
けるばれいしょ生産は輪作体系（注３）による

ものが一般的であり、種ばれいしょの生産
についても同様に行われていることが多い。

注３：例えば、十勝地域ではばれいしょ→小麦→
てん菜→豆類、網走地域ではばれいしょ→
小麦→てん菜の順で圃場で栽培する作物を
変更することによって、収量の低下や病害
虫の発生を防ぐ効果がある。

表１　種ばれいしょなどの価格
� （単位：円/kg）

平成 12年 17年 22年 26年
原原種配布価格 79.0 79.0 88.5 142.0
一般圃場用種ばれいしょ　生産者価格（全国） 71.2 69.6 64.6 71.8
�（参考）��食用ばれいしょ　生産者価格（全国） 81.5 98.4 123.2 79.8
資料：農林水産省ホームページ「平成27年度いも・でん粉に関する資料」、「農業物価統計」

図３　北海道におけるばれいしょの作型

資料：北海道農政部生産振興局農産振興課ホームページ「北海道のいものすべて」
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これに加えて種ばれいしょの栽培には、
植物防疫所による防疫検査に合格するた
めに、一般的なばれいしょの栽培で行わ

れる作業に加えて別作業が発生する（表
２、表３）。

表２　植物防疫所による防疫検査合格の基準
区　分 基準内容

使用予定ばれい
しょ検査

（1）�種苗管理センター産のもの。
（2）�上記を用いて道県の直接管理する原種圃場において増殖されたもの。
（3）�植物検疫官が採種用ばれいしょとして適当と認め、植え付け前に消毒が実施されたもの。

植え付け予定圃場
検査

（1）�ジャガイモシストセンチュウの発生していない地域にあるかまたは発生している地域にあっ
ては、土壌検診の結果、ジャガイモシストセンチュウが検出されないこと。

（2）�高冷地にあるかまたはアブラムシおよびヨコバイの発生が比較的少ない地域にあり、かつ、
圃場に隣接する土地にばれいしょウイルスに罹病しているナス科の植物が生育していないな
ど、生産に適した条件にあると認められること。

各期圃場検査 （1）�ジャガイモシストセンチュウの付着を認めないこと。
（2）�ウイルス罹病株、異常株および青枯病罹病株を認めないこと。
（3）�全生育期間を通じて輪腐病の発生が全くないこと。
（4）�疫病罹病株または黒あざ病罹病株の被害の程度の著しいものの割合が、植え付け株数の１割

を超えないこと。
（5）�ばれいしょウイルス病を媒介するアブラムシおよびヨコバイの発生の程度が軽微であること。

生産物検査 （1）�ジャガイモガによる被害を認めないこと。
（2）�ジャガイモシストセンチュウの付着を認めないこと。
（3）�そうか病、粉状そうか病、黒あざ病および疫病の被害の軽微なものの合計が、全体の１割を

超えないこと。
（4）�くわ、有害動物などにより、損傷を受けたものがないこと。

資料：北海道農政部生産振興局農産振興課ホームページ「北海道のいものすべて」
　注：北海道や道内一部地域においては、より厳格な基準を設けている。

表３　種ばれいしょ栽培における特徴

１　�地域単位で栽培する品種を決定するため、不慣れな品種であっても栽培する必要がある。
２　�ジャガイモシストセンチュウの発生している圃場では栽培できない。
３　�播

は

種
しゅ

時の種ばれいしょの選別やカットに手間がかかる。種ばれいしょが罹病していないか確認する必要があ
るとともに、発芽や生育をそろえるため、種ばれいしょの大きさが同様のものとなるよう手作業でカットする
必要がある。その際、病気がまん延しないよう１回ずつ切断に使用するナイフを消毒する手間が発生する。

４　�プランターの利用が制限される。植え付けの際に同じ種ばれいしょから発芽する株が隣になるようプランター
に手作業でセットしなければならない（写真１参照）。

５　�病気の発生を防ぐため、防除作業を一般圃場より多く行う必要がある。
６　�植物防疫所による年３回の検査に加え、その前後に生産者団体などによる自主検査により、罹病した株を取
り除く作業などを行うため、労働時間が長い。

７　�罹病した株を早期に発見し、取り除くための技量が必要である。
８　�豊凶の発生があっても、一定の数量を供給する責任がある。
９　�手間をかけても、検査不合格となると、種ばれいしょとして販売できないリスクを負う。
10　�一般栽培されたいもと比較して、収穫したいもの選別を特に厳格に行う必要がある。
11　�種ばれいしょを使った生産者からのクレームのリスクがある。

資料：聞き取りにより機構作成
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（２）種ばれいしょ生産の課題
このような種ばれいしょ栽培における特
徴から、生産は労働集約的であり、機械化
の進展による大規模化には限度がある。こ
のため、春先などの繁忙期には北海道で
「出

デ

面
メン

さん」と呼ばれる臨時雇用者を多く
雇用する必要があるが、近年の労働力不足
により、出面さんの確保が困難になりつつ
あるとともに、労働コストの上昇にもつな
がっている。
またウイルス病やジャガイモシストセン
チュウをはじめとする病害虫の発生を防ぐ
ため、栽培圃場を選ぶ必要があることか
ら、生産適地は限られており、種ばれい
しょ生産者はさまざまな手段を講じて病害
虫の侵入を防ぐ努力を行っている。このた
め、種ばれいしょの圃場は一般圃場がある
地域から離れた中山間地帯に位置すること
も多く、同地域は北海道においても高齢化
が進んでおり、担い手問題は深刻な問題で
ある。
しかしながら、適地の確保の難しさに加
え栽培技術も必要であることから、その担
い手を新規参入者によって確保するのは現
実的ではない。今回の調査で訪問した十勝

農業協同組合連合会や斜里町農業協同組合
での聞き取りにおいても、種ばれいしょ生
産の農外からの新規就農はなく、ばれい
しょの一般栽培を行っていた農家からの参
入が若干あったものの、そのうちいくつか
の生産者は、労力や求められる要求水準の
割に収入が見合わないなどを理由に種ばれ
いしょ生産から撤退したと言う。そもそも
種ばれいしょ生産者数が毎年減少している
ことから、種ばれいしょの生産基盤の維持
に懸念が生じる事態となっている。
こういった課題を抱える中、十勝農業協
同組合連合会では、十勝地域の農業協同組
合と一体となって原種圃場や採種圃場への
病害虫進入を防ぐために圃場の団地化など
を進めている。
また、斜里町農業協同組合では、ＪＡの
関連会社により原種や種ばれいしょを直接
生産することによって、種ばれいしょの安
定供給を下支えする役割を担っている。

３　十勝地域における種ばれいしょ品質
確保の取り組み

（１）十勝農業協同組合連合会の紹介
十勝農業協同組合連合会（以下「十勝農
協連」という）は昭和23年に十勝地域の
農畜産の生産指導事業を主な事業とする地
区連合会として設立され、現在は24の農
協（平成26事業年度末時点で正組合員戸
数6043戸）で構成されている。畑作や畜
産に関する広範な事業を行っているが、ば
れいしょを含む畑作物の優良種苗の増殖・
普及も、主要な事業の１つである。
十勝地域の耕地面積に占めるばれいしょ
の作付け割合は９％であり、そのうち
10％が原種圃場および採種圃場となって

写真１　�植え付け時、切れ目を入れておいた
種ばれいしょを直前に分割し、プラ
ンターに隣接させて植えつける。



64野菜情報 2017.2

いる。また十勝地域は、ばれいしょの原種
圃場および採種圃場の面積で全国の41％
を占め、生産される種ばれいしょの２割が
地域外に移出されて使用されている（表

４）。１戸当たりの種ばれいしょの平均作
付面積は７ヘクタール前後と、同地域にお
けるばれいしょ作付面積の平均である10
ヘクタールに比較すると小規模である。

（２）十勝地域における種ばれいしょの品
質確保に対する取り組み

十勝地域では、種ばれいしょ生産におけ
る最大の課題を「ウイルス病」（注４）である
とし、そのまん延を防ぐための徹底した対
策を実行している。これは昭和40年代に
ウイルス病の被害が拡大し、ばれいしょ生
産において最大４割を超える圃場が被害に
遭い、多額の被害を出した経験によるもの
である。
ウイルス病は、罹病した種ばれいしょを
使用することによって容易に発生するとと
もに、生育段階で病徴を見分けることが難
しく、アブラムシを通じて周囲に容易に感
染が広まることから、十勝地域では一般圃
場を含めた対策を講じている。

注４：代表的なものは、ジャガイモＹモザイク
病。感染後、えそ症状やれん葉症状を示す。
ウイルスは、アブラムシによって伝播す
る。

ア　原種圃場、採種圃場の団地化
十勝地域には原原種を提供する種苗管理
センター十勝農場があることから、十勝農
場周辺のばれいしょ病害虫の発生を減らす
ことを目的として、帯広大正農業協同組

合、中札内村農業協同組合、十勝農場およ
び十勝農協連で構成される「十勝農場周辺
環境浄化協議会」を設置し、十勝農場周辺
に原種圃場、採種圃場を集約するととも
に、周辺に残った一般圃場に対してもアブ
ラムシ防除推進のための薬剤代の助成や、
種ばれいしょ更新推進のための種ばれい
しょ代の助成を実施し、ばれいしょ病害虫
の発生を減少させた。
また、十勝農場周辺以外でも、種ばれい
しょを生産する圃場を、アブラムシの発生
が少なく一般圃場からなるべく隔離させた
地域に集約した。

イ　栽培上の工夫
塊茎単位の抜き取りを徹底するととも
に、原原種圃場、原種圃場、採種圃場の周
辺にえん麦を植え、種ばれいしょへのアブ
ラムシの飛来数を減少させている。
また、アブラムシの飛来数が急増する８
月中下旬までに種ばれいしょの茎葉を
枯
こ

凋
ちょう

させ、生育後半のウイルス病の感染を
防ぐようにしている。
さらに、浴光育芽を徹底することによ
り、ウイルス病の病徴が圃場で同一時期に
発現されるよう生育をそろえるようにして

表４　十勝地域でのばれいしょ生産
項　目 面　積 備　考

耕地面積 254,900�ha
うち、ばれいしょ作付面積 22,300�ha
うち、原種圃場及び採種圃場 2,215�ha 全国の 41％を占める

資料：北海道十勝総合振興局「2015�十勝の農業」および十勝農協連聞き取り
　注：十勝の原種および採種圃場の数字は平成27年のもの。
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いる。

ウ　十勝農協連による指導
十勝農協連は、ウイルス病の展示圃場（注５）

を設置し、毎年生産者に対してウイルス病
判定の共励会を実施する他、後継者などを
対象に基礎研修会を行うなどして、判定・
栽培技術の向上を図っている。
また、収穫前にウイルス病に罹病するこ
とがないよう、原種や域外出荷を行うＪＡ
を対象に、茎葉が完全に枯凋しているかの
独自検査や、植物防疫所の検査を補完する
形での自主検査、生産された原種の次代検
定も実施している。
十勝地域での種ばれいしょの圃場の設置
については、国や北海道が定めた基準より
さらに厳格な基準を設けている。

注５：ウイルス病を罹病させた株を栽培し、病症
を見せるための圃場。

エ　シストセンチュウの侵入防止
十勝地域では、平成15年に一般圃場に
おいて、ジャガイモシストセンチュウ（注６）

が発生した。このため、地域においてジャ
ガイモシストセンチュウ対策本部を設置
し、各種対策、特には種ばれいしょ圃場へ
の侵入防止対策を徹底している。
具体的な対策としては、種ばれいしょ圃

場だけでなく一般圃場においても、植え付
け前土壌検診の徹底を図っている。その
他、抵抗性品種の導入を推進するととも
に、関係農協と協力し、発生圃場の監視を
続け、出入りする車両の洗浄の徹底などを
実施している。

注６：ばれいしょの根に寄生し、養分を吸収して
収穫量を大幅に減らしてしまう害虫。人体
には無害だが、一度発生するとシストとよ
ばれる袋の中の卵が長期間畑で生存し、根
絶させることが難しくなる。

４　斜里町農業協同組合における農協関
連会社による種ばれいしょ生産の取
り組み

（１）斜里町農業協同組合の紹介
斜里町農業協同組合（以下、「ＪＡ斜里
町」とする）は正組合員248名が加入し
ており、斜里町を管内とする農協である。
ＪＡ斜里町の耕地面積に占めるばれい
しょの作付け割合は25％であり、そのう
ち３％がばれいしょの原種圃場および採種
圃場となっている。町内で必要と見込まれ
る種ばれいしょのうち６割～７割を町外か
らの導入などに頼る構造となっている（表
５）。

表５　斜里町でのばれいしょ生産（平成26年）
項　目 面　積 備　考

耕地面積 10,700�ha
うち、ばれいしょ作付面積 2,710�ha
うち、原種圃場及び採種圃場 87�ha 全国の２％を占める

資料：農林水産省「作物統計調査」、ＪＡ斜里町資料
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（２）有限会社斜里馬鈴しょ原採種ほ農場
の概況

ＪＡ斜里町においては、種ばれいしょの
生産が町内２箇所（その外に提携先として
町外１箇所）で行われており、そのうち１
箇所は農協の関連会社である有限会社斜里
馬鈴しょ原採種ほ農場（以下「農場」とい
う）が直接生産を行っている。ＪＡ斜里町
としても種ばれいしょの安定的な確保を事
業計画の重点課題とし、組織を挙げて取り
組んでいる。
農場は、ＪＡ斜里町にあった原種増殖の
事業部門を平成18年に分離・独立する方
法で設立した法人である。農場は一般圃場
から離れた山間地にあり、病害虫を防ぎや
すい立地となっている。

（３）有限会社斜里馬鈴しょ原採種ほ農場
による種ばれいしょ生産の特徴

ア　常勤職員による生産
同農場は、役員３名の他、社員を常時６
名雇用し、合計９名で種ばれいしょの生産
を直接行うことによって、安定した生産を
実現できるような体制となっている。ＪＡ
の関連会社が直接種ばれいしょの生産を行
う利点としては、ＪＡ組合員内で人気が出
る新品種を、要望通り作りやすいというこ
とがあげられる。

イ　大規模な生産
種ばれいしょの生産を主力業務としつ
つ、９名の常勤の役員・社員以外に10名
程度のパートタイマーを雇用することに
よって、同農場は種ばれいしょ生産として
は極めて大規模な70ヘクタールの経営を
行うことが可能となっている。これによ
り、大規模な機械や設備を導入することが
可能となっている。

ウ　野菜や緑肥の導入
同農場では、野菜作も導入し、収入の増
加による常勤社員やパートタイマーの雇用
安定と作付けの多様化による収量の低下や
病害虫の発生の防止につなげている。
また、病害虫の侵入の防止を徹底するた
め、外部からの有機物の持ち込みを抑制
し、えん麦を緑肥としてすき込みすること
によって地力の維持、増進を図っている。

エ　ソイルコンディショニングの導入
農場では、種ばれいしょ生産に当たり、
ソイルコンディショニング（注７）を導入して
いる。同技術により、播種と同時に培土を
行うことが可能となり、土塊や石礫を事前
に除去できることから、下記のような利点
があるとされる（表６、図４）。
こういった利点は種ばれいしょ栽培に

表６　ソイルコンディショニングの長所と短所

利　点

収穫される種ばれいしょの大きさが均一になり歩留まりが良くなる。
種ばれいしょの緑化や変形が減少する。
中耕、培土で大型トラクターが圃場に入る必要がなくなり、踏圧が軽減され、いもの根圏も大きく確保できる。
収穫時の種ばれいしょの打撲損傷が減少する。
収穫時の手作業による選別が必要なくなり、選別作業者（農家の奥さん）の負担が軽くなる。
（選別は収穫後に室内で行うことが可能となる）
収穫時の繁忙時期に、作業能率が向上し、労働力も削減できる。

欠　点 導入時に初期コストがかかる。

資料：ＪＡ斜里町聞き取りにより作成
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とって大きな利点であり、ＪＡ斜里町は種
ばれいしょ生産への同技術の導入効果を高
く評価している。
同技術に必要な機械については、一部の
機械については補助事業を利用するととも
に、大規模な経営が可能な同農場の他、原
料用ばれいしょの生産者で構成される利用
組合によって所有することによって、導入
コストを分散させている。

注７：あらかじめ石・れき・土塊を取り除き、畦
立てした上で播種するため、品質の向上と
収穫作業の大幅な省力化が期待できる作業
体系。

オ　農協が設立したコントラクターの活用
ＪＡ斜里町には運送業務を行う関連会社
があるが、同社は農作業を受託するコント
ラクターでもあり、農業の繁忙期に活用す
ることが可能となっている。

まとめ

十勝農協連は過去にウイルス病の大発生
という経験をした中で、十勝地域内で話し
合いを進め、原種圃場および採種圃場の団
地化を進めるとともに、病害虫の侵入、ま
ん延を防ぐため、厳格な基準を設け、栽培
技術の向上を進めている。種ばれいしょの
生産団地では、清浄化が進み、一般圃場に
おいてもウイルス病の発生が減少し、それ
がさらに種ばれいしょなどの圃場での病害
虫の発生を抑えることになるなど、よい効
果をもたらした。このような団地化を進め
るに当たっては、生産者の理解と協力が欠
かせないものであったと思われる。
ＪＡ斜里町では、事業部門を分離・独立
する形で関連会社による生産が実現するこ
とになったが、法人化したことにより、新
たな栽培技術や各種施設を機動的、積極的
に行うことが可能となり、結果として大規

図４　ソイルコンディショニング栽培作業の流れ

資料：大波正寿「ばれいしょソイルコンディショニング栽培体系について」
　注：参考・引用文献（1）参照。
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模な種ばれいしょ生産の継続が可能となっ
ている。
しかし、両組織においては、生産者の高
齢化やジャガイモシストセンチュウなどの
病害虫のまん延などによる生産適地の減少
などにより、これ以上の種ばれいしょ生産
の拡大は難しいとの認識であった。このこ
とから、今後の種ばれいしょの安定供給を
考える際、既存の圃場面積をいかに維持さ
せるかが最重要課題であると言え、病害虫
の未発生地域へのまん延は絶対に避けなけ
ればならない。そのためにも、特定の地
域・組織だけが防疫対策を講じるのでは
なく、全ての関係者が一丸となり防疫対

策の一層の強化を図ることが何よりも重
要である。

最後になりましたが、本原稿の作成に当
たりましては、ホクレン農業協同組合連合
会、十勝農業協同組合連合会、斜里町農業
協同組合の皆さまには格別のご指導を賜り
ましたこと、厚くお礼申し上げます。

昨年８月の台風で被害に遭われた北海道
の被災地の皆さまとそのご家族をはじめ、
すべての方々に心よりお見舞い申し上げる
とともに、被害の一日も早い復旧と今後の
安全をお祈り申し上げます。

参考・引用文献
（１）大波正寿「ばれいしょソイルコンディショニング栽培体系について」でん粉情報 2010年６月号




